
 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

〈基本計画〉    〈先端研〉  〈TANGENT〉 

令和５年６月８日  

記 者 発 表 

担 当 者 万博推進課 長谷川・庄司 

連 絡 先 ０７３-４４１-２７０２ 

大阪・関西万博における 
和歌山ゾーンの出展基本計画を策定しました！ 

2025 年大阪・関西万博において、関西広域連合が万博会場内に設置する関西
パビリオンのブースの一つとして出展予定の和歌山ゾーン（面積：251 ㎡）の出
展基本計画を策定しました。 

また、今後の和歌山ゾーンの構築推進に関して、和歌山未来創造プラットフォ
ームの文化・芸術ワーキングチームリーダーである「吉本 英樹」氏に「和歌山ゾ
ーン構築総合ディレクター」に就任していただきましたので、併せてお知らせし
ます。 

 
【出展基本計画】 

●出展テーマ   ： 和歌山百景 ―霊性の大地― 

●出展コンセプト ： “上質”のつまった和歌山 

●集客目標    ： ３０万人 

※ 詳細は下記参考の出展基本計画を参照 

 

【吉本 英樹氏プロフィール】 
1985 年和歌山県生まれ。2010 年東京大学修士課程 (航空宇宙工学) ・2016 年英ロイヤル・カレッジ・オ

ブ・アート博士課程 (デザイン工学) を修了。2015 年にロンドンにてデザインスタジオ「Tangent」を設立。

デザインとエンジニアリングの発展的な融合を得意とし、エルメスやレクサスをはじめとする世界的なラグ

ジュアリーブランドに多くのデザインやコンセプトを提供するほか、テクノロジー起点の新規事業開発から、

街づくりに関わるまで、幅広い領域において活躍する。近年では、日本の伝統工芸と先端技術を繋ぐ国際的

なイニシアティブ「Craft x Tech」を創立し、日本文化の進化・継承にも取り組む。日本人工知能学会全国

大会優秀賞、Lexus Design Award、和歌山県文化奨励賞など、受賞多数。2020 年、東京大学・先端科学技

術研究センター特任准教授に着任し、先端アートデザイン分野を共同設立。 

 

《参考》 

●大阪・関西万博関西パビリオン和歌山ゾーン出展基本計画 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/060400/d00213507.html 

●吉本氏のプロフィール (東京大学先端科学技術研究センターWeb サイト) 

https://www.rcast.u-tokyo.ac.jp/ja/research/people/staff-yoshimoto_hideki.html 

●吉本氏が創業した TANGENT の Web サイト 

 https://www.tngnt.uk 
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Ⅰ．出展概要



1-1) 2025年日本国際博覧会と関西パビリオンの概要

開催期間： 2025年4月13日 (日)  ～ 10月13日 (月)   / 184日間
会 場： 夢洲（大阪市臨海部）
来場者数： 約 2,820万人

テーマ：

いのち輝く未来社会のデザイン (Designing Future Society for Our Lives)
Saving Lives (いのちを救う) / Empowering Lives (いのちに力を与える) / Connecting Lives (いのちをつなぐ)

コンセプト：
People’s Living Lab (未来社会の実験場)

2025年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）開催概要

関西パビリオン概要

和歌山県は、関西広域連合が大阪・関西万博に出展する関西パビリオンの中に出展
する。関西パビリオンの概要は以下の通り。

テーマ：

いのち輝く関西悠久の歴史と現在

出展：大阪・関西万博基本計画書／関西広域連合資料より

提供：２０２５年日本国際博覧会協会

参加府県：

面 積：

滋賀県 / 京都府 / 兵庫県 / 奈良県 / 和歌山県 /
鳥取県 / 徳島県 / 福井県 / 三重県
敷地２,４５３㎡ （建築面積 １,６５３㎡）
※大阪パビリオンの隣接敷地

ゾーン 延床面積

大関西広場 166㎡

京都府ゾーン 126㎡

福井県ゾーン 126㎡

滋賀県ゾーン 126㎡

三重県ゾーン 160㎡

和歌山県ゾーン 251㎡

徳島県ゾーン 126㎡

鳥取県ゾーン 126㎡

兵庫県ゾーン 160㎡

(公社)２０２５年日本国際博覧会協会 公式WEBサイト : https://www.expo2025.or.jp/

関西広域連合 公式WEBサイト : https://future.kouiki-kansai.jp/



和歌山百景
— 霊性の大地 —

和歌山県の紀伊山地は、神話の時代から神々が鎮まる特別な場所とされ、寛容の精神を以て、宗教や身分、考え方の
違いに関わらず、全てを受け入れ、融合・共存させてきました 。

その精神文化は、多様な価値観を尊重し合う「持続可能な世界」を実現する日本的モデルとなり得ると考え、これを
展示によって表現します。

出展の意義

目標

集客目標

1-2) 出展のテーマ・方針

和歌山の上質な魅力を肌で感じてもらい、地域の産業や食をはじめ、現地観光への関心を醸成
展示では「上質な和歌山」にこだわり、和歌山県のもつ精神世界と実存世界の様々な表情を「和歌山百景」として、
非日常的でアーティスティックな空間の中で、美しく表現します。

和歌山の魅力を「説明する」のではなく、アートの中に「感じてもらう」ことで、現地に行ってみたいという関心を
醸成し、観光誘致へと繋げます。

県民が、我がまち和歌山に誇りを持てるような展示
普段の生活では見過ごされている和歌山の「豊かさ」と「深さ」を、上質な空間で表現することで、県民が和歌山の
魅力に改めて気づき、我がまちに誇りと自信を持てるような展示を目指します。

３０万人

テーマ

“上質” のつまった和歌山コンセプト



【和歌山ゾーンの全体施策】

大阪・関西万博
いのち輝く未来社会のデザイン

レガシー
としての活用

和歌山ゾーン

来場前PR来場者層

1-3) 和歌山ゾーンの構成

関西広域連合パビリオン
いのち輝く関西悠久の歴史と現在

和歌山百景
— 霊性の大地 —

アート・映像・パフォーマンス・食の総合空間

来場中PR 現地観光へフォロー施策

プロモーション・誘客施策（メディアミックス）
～万博来場者も非来場者も楽しめる施策展開～

認知度向上のための各種広報

旅行会社・メディアへの売込み
海外の旅行会社・メディアへ集中的に訪問しPR

国ごとに万博×和歌山周遊プランの作成
サイクリング、ガストロノミー (食) などのテーマ型ツーリズムの発信 /  チャーター便・クルーズ船の誘致

国内誘客に向けた商品造成と誘客プロモーションの実施
首都圏・京阪神を中心とした情報発信 /  教育旅行等の誘致活動

万博PR

県誘客
施策



Ⅱ．展示計画



「日本の精神文化の源流」「蘇りの聖地」「寛容の精神」の地である和歌山を
上質でアーティスティックな空間の中に表現する。

2-1) 展示概要

和歌山百景 — 霊性の大地 —



紀伊山地の巨木も彷彿とさせる、そびえ立つ映像のタワー「トーテム」を環状に配置した空間構成で、神聖な空間を演出します。
中央ステージでは「和歌山の今を生きる人」に焦点を当て、多様なパフォーマンスを発信します。
飲食可能なエリアとしてカウンターバーを設置し、豊かな和歌山の食の魅力も届けます。

2-2) 空間構成案



2-3) 展示構成要素：映像タワー「トーテム」

そびえ立つ映像のタワー「トーテム」は、
高さ4m。精霊をイメージし、丸みを帯び
た形状です。熊野や高野山など、和歌山の
聖地に立ち並ぶ巨木も彷彿とさせます。

和歌山県各地の美しい自然風景や、神話と
歴史に因んだシーンなど、「和歌山百景」
をアートとして表現し、映像化します。
アートの映像は、写実とはまた違った魅力
で想像を促し、深淵に和歌山の魅力を伝え
ます。

万博終了後、県内の各施設へ移転・展示も
検討します。



2-3) 展示構成要素：中央ステージ

映像のタワーによって囲まれた、神殿や
仏閣を思わせる空間の中央に配置された
パフォーマンスのためのステージ。和歌
山の今を生きる人たちにスポットライト
を当て、トーテムの映像群と連携しなが
ら、様々なプログラムを展開します。

和歌山に根付く伝統芸能の数々や、各市
町村の誇るコンテンツ、また県内産業の
魅力を、それを実践する「人」の姿を通
して、発信します。

また、パフォーマンス演目が行われない
時間帯は、このステージは来場者のため
のベンチとしても使用することを想定し
ています。



2-3) 展示構成要素：カウンターバー

和歌山の上質な食文化を楽しんでいただく
ために、カウンターバーを設置します。
「美味しい」だけでなく、芸術的な演出を
含めて、上質な「食のアート」に感動して
いただけるようなものをご提供します。

バーエリアの壁面には、落ち着いた空間を
演出し、視覚からも和歌山の食を楽しんで
いただけるようにデザインされた、装飾デ
ィスプレイを設置します。飲食エリアとし
て、展示から区別してしまうのではなく、
映像やパフォーマンスと食が、一つの空間
の中で一体となる構成を目指します。



2-4) 展示コンテンツイメージ (映像 & パフォーマンス)

紀北エリア

紀中エリア

紀南エリア

和歌祭 葛城修験 高野山

道成寺絵とき 和歌山のフルーツ 醤油醸造「最初の一滴」

熊野三山 上質な温泉 南紀熊野ジオパーク



【参考】万博開催時には、文脈・話者の意図等を補う同時通訳が実現予定
(総務省 グローバル・コミュニケーション計画2025 (2020年3月))

誰もが楽しめるユニバーサルデザインに配慮した計画のもと、
さまざまなニーズを吸収し、全ての人々が、それぞれの方法で
楽しめるような展示を目指します。

空間構成では、動線上に余白を十分に取り、車椅子や
足の不自由な方でも回遊しやすい工夫を。

単にスクリーンの映像でなく、物体を伴う映像タワー
とすることで、目の不自由な方でも触って感じていた
だけるように。

超指向性スピーカーを活用し、空間の色々な場所で、
そこに応じた音が聞こえてくるような工夫を検討。
目の不自由な方でも、空間内の回遊を楽しめるような
デザインを目指します。

2-5) ユニバーサルデザイン / 多言語対応の方針

展示は、言語による制約を最小限にし、多くの来場者
が楽しめるコンテンツとして構築します。

コンシェルジェ・県特産品ＰＲなどの情報提供に関し
ては、翻訳システムなどの活用も含め、幅広く、最適
な対応方法を検討します。

ＷＥＢサイトに関しても多言語対応を前提とします。

翻訳システムを搭載した機器についてはVoiceTra等、
万博全体とも調整していきます。

世界各国からの来場者をおもてなしするため、言語のハードル
を下げる工夫を検討します。

ユニバーサルデザイン 多言語対応

(イメージ)



Ⅲ．来場前後の誘導施策 / 運営計画



事前の広報

万博全体での事前告知など、世間で注目されるタイミングで、
和歌山ゾーンのテーマ・コンセプトや施策内容を計画的にWEB
広告などを使って告知し、事前の期待感を高めます。

万博開催に合わせた旅行プランの告知も織り交ぜ、万博開催期
間に和歌山周遊計画が旅行者の選択肢に入るべく働きかけ、期
間中・期間後の和歌山観光活性化に繋げます。

3-1) 広報・誘引計画 / 運営計画

広報・誘引計画 運営計画

期中の広報

関西パビリオン全体の魅力はもとより、和歌山ゾーン独自の魅
力発信にも留意し、和歌山ゾーンを目指して来場していただけ
る広報活動に努めます。

企画展示の更新やイベント等により、再度来館しても楽しめる
内容であることをＷＥＢサイトやＳＮＳ等の媒体によって告知
し続け、和歌山ゾーンへの再来訪を促します。

関西パビリオン内の誘引

関西パビリオンを来訪した方は全ての府県ゾーンに順番に足を
踏み入れると想定されますが、より長時間の滞在をしていただ
くことや、訪れるブース数に限りがある方に和歌山ゾーンを選
んでいただけるよう、展示の外観に工夫を凝らします。

運営基本方針

「来館者の安全・安心」を第一とし、万博全体及び関西パビリ
オン等で定められる諸条件を遵守しながら、和歌山県のプレゼ
ンスの向上ひいては県内への誘客促進に寄与することができる
よう、来館者に満足いただける展示運営に努めます。

会場運営計画

関西パビリオンを運営する関西広域連合と連携を取りながら、
基本方針に基づき、展示案内、警備体制、衛生管理、感染症対
策、非常時の避難体制等を考慮した上で、適正な人員配置を検
討し、スタッフに対して必要な研修を行うことで、来館者が和
歌山の精神文化に心地よく接することができることを目的とし
運営計画を策定します。

行・催事 (県民参加) 運営

団体、企業、市町村などに広く参加を呼びかけ、和歌山県の魅
力発信に努める。日本での国際博覧会への参加を通して、自県
に対しての誇りや愛着を感じていただけることを目指します。

内容の調整、スケジュール調整・管理、当日のロジスティクス
などを担当する運営事務局の設置を、万博開催前の準備段階も
含め検討します。



Ⅳ．万博終了後の事後活用の可能性検討



いのち輝く未来社会を実現する前提となるＳＤＧｓを考慮し、
建材等については可能な限りリース等で対応することによって
不必要なハードレガシーの減縮を目指すとともに、環境負荷を
軽減するため、ゴミの削減に努めます。また、アート性の高い
映像タワーは、県内各施設へ移転・展示し、和歌山の新たな名
所として、今後の観光誘客施策等の幅広い活用を検討します。

ハードレガシー ソフトレガシー

展示コンセプトである「和歌山百景 —霊性の大地—」のもと、
「日本の精神文化の源流」「蘇りの聖地」「寛容の精神」の地
である和歌山を表現する映像コンテンツ等は、今後の和歌山県
の魅力発信に有用なツールであるため、引き続き観光誘客施策
の中での活用を検討します。

和歌山ゾーンに来ていただいた方に記入していただくアンケー
トによる嗜好性や属性情報、ＷＥＢで得た情報などを元に、万
博終了後もイベントやお得情報などを発信し、和歌山県への観
光誘致や地域特産品購買向上を目指します。また、和歌山大学
など県内団体との連携のもとデータレガシーの活用方法を検討
します。

データレガシー 意識のレガシー

万博というグローバルかつ歴史に刻まれるイベントに対して、
関西の一員として、また、和歌山県民として参加することによ
り、県民が、我がまちに「誇り」を持てるような方法を検討し
ます。
特に児童や学生においては、他の文化圏からの来場者と接する
ことにより、多様な価値観に触れ、今後の原体験として記憶に
残り続け、未来への希望を持てるような参加を目指します。

4-1) 万博終了後のレガシー活用の可能性検討



Ⅴ．その他



5-1) 推進スケジュール

大阪・関西万博及び関西広域連合パビリオンの進捗情報をいち早く収集し、
各制作の効率化・連携化を図りながら随時業務を効率よく推進します。

展示

広報・WEB

運営

2025年度
（令和7年度）

大阪・関西万博
基本工程

関西広域連合
パビリオン建築関係

和
歌
山
ゾ
ー
ン

項目
2023年度（令和5年度) 2024年度（令和6年度）

展示設計・製作・工事

マニュアル策定・ 準備運営計画策定

万博開催

2025年4月13(日)
～10月13日(月)

184日間
建築工事 展示工事・外構工事・運営準備

工事

入場券前売り販売

計画／情報発信など

年

運営



5-2) 和歌山ゾーンと連携した施策展開イメージ

大阪・関西万博開催前・開催中・開催後それぞれの
フェーズに合わせた施策の展開を図っていきます。

開 催 前 開 催 中 開 催 後

万博レガシー

多様な価値観を尊重し合
う「寛容の精神」の地・
和歌山の特性を活かし、
東京大学先端科学技術研
究センターなどと連携し、
先端技術と精神性を融合
した「知の拠点」形成な
ど 、 万 博 プ ラ ス １ プ ロ
ジェクトを展開します。

機 運 醸 成

万博成功に向けて、県内各地でのイベントやセ
ミナーの開催、ＰＲブースの設置などにより、
機運醸成を図ります。

県内企業・学校等の参加促進

多様な万博への参加方法について、メール
マガジン等で情報発信を行い、県内企業や学校
等の参加を促進します。

魅 力 発 信

万博会場内の催事会場や関西パビリオン内の多目的
ス ペ ー ス を 活 用 し 、 県 民 や 県 内 企 業 、
市町村等の参加のもと、地域の伝統・文化や特色あ
る産業、食などをアピールするための催事やテーマ
ウィークを開催します。

また、万博会場内だけではなく、県内全域で万博を
共に盛り上げていけるよう、市町村等と連携し、イ
ベントやシンポジウムを開催、世界遺産をはじめ豊
富な観光資源を活かした体験プログラムを提供しま
す。

誘客促進・産業の復興

弘法大師御誕生1250年、世界遺産登録20
周年をプレ万博として、国内外への積極的
なプロモーションを展開し、県内産業の復
興に取り組みます。

教育機会の提供

万博会場のみならず県内を教育旅行先とし
て選択されるよう、和歌山ならではの「ほ
んまもん体験」の磨上げ・魅力発信に取り
組みます。

国際交流の創出

県内のグローバル人材の育成や海外の企
業・学校等との交流を図るため、市町村と
連携し、万博国際交流プログラムに取り組
みます。

最先端技術・デジタル環境の整備による新たなサービスの実証・導入

● 空飛ぶクルマの県内の環境整備を進め、万博開催期間中の実証運航、万博後の運航の実用化に向けて取り組みます。
● ＭａａＳやメタバース、ワーケーションなどデジタル時代に適応した新たなサービス・ライフスタイルを推進します。

国
内
外
と
の
交
流
人
口
の
拡
大


